
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

悠木　静香

ノイマン
ノイマン

FHエージェントB

16

生誕

安定した家庭

解放

伝説

高校生

女

37

欲望：完璧で究極の勝利

0
0
6
2

1
1
0
0
0

1
1
6
2

28
8
8
13
26

11 1
1 6 11

FH 6

STALKER*7
マルチブレイク

ヴァルアブルブレイク

射撃
射撃
射撃

4r+11
10r+11
10r+11

-
-
-

4
20
70

射撃攻撃の攻撃力を+［精神強化手術の数×2］（最大6）する。
侵蝕率8
侵蝕率11

0 0

超血統
本部エージェント
マスターエージェント
"ノワール・イレーヴェ"

御法　若葉
”ラビットフット”

神子

好奇心
好奇心
執着
友情
信頼
尽力

敵愾心
敵愾心
恥辱
悔悟
隔意
憐憫

エンブレム:FHイシュー
AIDA

コネ:FH幹部

26

ワーディング

リザレクト

C：ノイマン

マルチウェポン

ヴァリアブルウェポン

コンバットシステム

ラストアクション

インスピレーション

ブラックマーケット

暗号解読

構造看破

プロファイリング

真相告白

★
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7

5

5

1

2

5

1

1

1

1

-

1d10

2

3

3

3

５

２

-

-

-

-

1

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー/リアクション

オート

メジャー

常時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

武器

武器

-

至近

至近

至近

至近

至近

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

-

自身

自身

自身

自身

効果参照

自身

単体

自動

自動

シンドローム

〈白兵〉〈射撃〉

〈白兵〉〈射撃〉

〈射撃〉

自動

自動

自動

〈知識：〉

〈知識：〉

〈知識：〉

〈交渉〉

-

↓100

-

-

リミット

-

100

-

-

-

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値を-LVする（下限値7）。

武器の攻撃力と効果をふたつ合計して使用できる。

武器からLV個選択すること。組み合わせた攻撃の攻撃力を+［選択した武器の合計］し、効果もすべて適用する。

判定のダイスを+［LV+1］個する。

戦闘不能になった瞬間に使用できる。メインプロセスを行なう。

GMに対して疑問点を直接質問できる。

常備化ポイントを+［LV*10］する。侵蝕率基本値を+2する。

超絶的な言語センスがあり、どのような暗号や未知に言語であろうとも解読できることを表わすエフェクト。

人工的な機械や建造物などの構造を、見た瞬間に解析できるエフェクト。

物品や品物を観察し、通常からは気づかないようなちょっとした情報から対象の人物像を描き出すエフェクト。

相手に共感を示したり、逆に怒らせたりして質問に答えさせるエフェクト。

黒鉄市立黒鉄高等学校に通う高校1年生。非常に好戦的で自信過剰な完璧主義者。
生まれた時から覚醒しており、能力の使い方やオーヴァードと非オーヴァードの差を把握している。
そのため、非オーヴァードの中ではエフェクトなどを使わずに学力や運動能力で、オーヴァードの中では銃撃戦や情報戦で相手に勝利することが生きがいだった
。
しかし、能力が成熟するにつれ対等な勝負ができる相手がいなくなり、返り血を浴びないことから始まり砂埃をつけないことまで制限をかけるが満足できる体験
が得られず、次第に周囲に期待することをやめて退屈の中で模範的な学生を演じるようになる。

幼い頃から黒鉄市を自分の縄張りと認識しており、その周辺でワーディングを確認するたびに所属を問わずに追い出しに挑みかかる。
その際に得ている戦利品から世界の裏側の状況も知っているが、表側と裏側の両方を満喫するため、また飛び込んだ世界に退屈して失望したくなかったため、組
織への所属は考えないようにしていた。
多くのエージェントが黒鉄市の周辺で戦闘不能で見つかっていることや、時には本部エージェントやマスターエージェントさえも敗北している報告があるため、U
GNもFHも黒鉄市には近づかないようになっている。そのことが退屈を加速させていた。
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